
 

さ
あ
、
み
ん
な
！ 

運
動

う
ん
ど
う

に
親し

た

し
ん
で
、
豊ゆ

た

か
な
生
活

せ
い
か
つ

と
豊ゆ

た

か
な
心

こ
こ
ろ

を
育

は
ぐ
く

も
う
！ 

  

         

アクティブライフとは・・・ 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

における炊事
すいじ

、洗濯
せんたく

、掃除
そうじ

、手伝い
て つ だ い

、買
か

い物
もの

などをなるべく身体
か ら だ

を動
うご

かして行
おこな

うよう努
つと

め、移動
いどう

は自動車
じどうしゃ

を控
ひか

え徒歩
と ほ

を増加
ぞうか

させ、階段
かいだん

を昇 降
しょうこう

すること

を心掛
こころが

けます。 

休日
きゅうじつ

は屋内
おくない

よりも屋外
おくがい

に出
で

かけ、運動
うんどう

やスポーツを含
ふく

め活動的
かつどうてき

な生活
せいかつ

を送
おく

り、体
からだ

を動
うご

かすことに心地良
こ こ ち よ

さを感
かん

じられるようにライフスタイルを設計
せっけい

することです。 

運動
うんどう

習慣
しゅうかん

ガイドライン 

運動・スポーツ 

１日６０分 

生活
せいかつ

活動
かつどう

ガイドライン 

１日 １５０００歩 

そ
れ
だ
け
、 

体
力

た
い
り
ょ
く

を
高 た

か

め
る
の
が 

大
切

た
い
せ
つ

っ
て
こ
と
で
す
ね
。 

 

（
心

こ
こ
ろ

も
体

か
ら
だ

も
豊ゆ

た

か
な
未み

来ら
い

に
） 

 

  

 

 

  

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
を
目
指
し
て 

体
を
積
極
的
に
動
か
そ
う
！ 
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平成２９年度 東京都小学校体育研究会 

体力を高める運動領域部会実証授業 
 

 

東京都小学校体育研究会 研究主題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【本日の講師】 
 

台東区立田原小学校 

副校長 
 

増嶋 広曜 先生 
 

【実証授業】 
 

授業日：平成２９年１０月１９日（木） 

場 所：武蔵野市立第三小学校 

    （最寄駅：吉祥寺駅） 

授 業：第５学年１組 

    体つくり運動「体力を高める運動」 

授業者：河野 和顕 主任教諭 

三つの資質・能力の関係性を明確にし、 

運動や健康についての課題に主体的・協働的に取り組む児童の育成 

 
         

 

 

 

『バランス』を 

とって動
うご

く！ 

『リズミカル』 

に動
うご

く！ 

『力
ちから

を調整
ちょうせい

』して動
うご

く！ 

 

 

 

 

『力
ちから

を調整
ちょうせい

』して動
うご

く！ 

『タイミング』 

よく動
うご

く！ 

『バランス』を 

とって動
うご

く！ 

- ８ - 

           

見
付

み

つ

け
た
ポ
イ
ン
ト
を
伝つ

た

え
合あ

っ
た
り
、 

感
覚
的

か
ん
か
く
て
き

な
高た

か

ま
り
に
も
目
を
向
け
る
と
、 

  

少す
こ

し
ず
つ
の
高た

か

ま
り
が
実
感

じ
っ
か
ん

で
き
て
、

自
分

じ

ぶ

ん

の
体
力

た
い
り
ょ
く

に
合あ

っ
た
技わ

ざ

を
選え

ら

ん
だ
り

し
な
が
ら
行

お
こ
な

う
と
い
い
よ
！

回
数

か
い
す
う

な
ど
の
伸の

び
だ
け
で
な
く
、 

 

 

 

動う
ご

き
の
ポ
イ
ン
ト
を 

考
か
ん
が

え
た
り
、 

ポイントは、 

ひざの使い方かなぁ・・ 

OK～！ 
 

やったー！ 

１０回
かい

連続
れんぞく

～！！ 

楽に跳
と

べるように 

なってきた！！ 

足をそろえずに 

跳べているね！ 
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指導案 P９ 
指導案 P１０ 
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Ⅰ 研究の概要 
 

１ 研究主題 

 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

本研究会では，これまでの研究の成果と課題及び次期学習指導要領の方向性を踏まえ，児童が体育の学

習に取り組む目指すべき姿が「自ら課題解決に取り組む姿」であり，自ら課題解決に取り組めるようにす

るために重視する学習活動を「主体的・協働的な学習活動」と捉えた。 

体育科での「主体的・協働的な学習活動」は，児童の学習が，運動領域である体育については「粘り強

く意欲的に解決に取り組むとともに，自らの学習活動を振り返りつつ，仲間と共に課題を解決し，次の学

びにつなげる」という過程を経ることによって，保健については「健康課題に関する課題解決的な学習」

によって導かれるものであると考える。このような学習過程は，一つ一つの学習活動そのものが目的なの

ではなく，常に，「三つの資質・能力」をバランスよく，確実に身に付けることを目的として構成され，工

夫・充実されなければならない。また，体育の学習過程は，「三つの資質・能力」の関係性を明確にし，単

元や学習指導の各場面において，効果的に指導することが求められる。 

このような学習が，児童の発達の各段階を通して繰り返して行われることにより，児童が生涯にわたっ

て能動的に学び続けることができるようになる。つまり，運動やスポーツ，健康な生活の実践，体力向上

を自らの生活に中に位置付け，これらに関する課題を自ら解決するために必要な力が育まれ，自らの生活

の向上を図るための資質・能力を身に付けることができると考える。 

このことが，体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習過程を通して，

心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，生涯にわたる豊かなスポーツライフ

を実現することにつながると考え，本研究主題を設定した。 

３ 研究の視点 

  次期学習指導要領の全面実施までの移行措置期間に当たる時期となるため本研究主題を３か年間継続し，

以下の視点によって年次を追って研究を進めて行くこととする。 

（１）研究の視点１＝１年次の中心となる視点 

◯ 三つの資質・能力の体育科における具体的な学習状況の明確化（子供の学びの姿） 

（２）研究の視点２＝２年次の中心となる視点 

◯ 三つの資質・能力の関係性を明らかにした学習過程の在り方 

（３）研究の視点３＝３年次の中心となる視点 

◯ 三つの資質・能力を育むための指導と評価 

４ 研究主題の設定理由を受けた部会の考え方 

  昨年度の研究では，体力を高める運動においての児童の思考の流れである「体力を高める運動における学

び方」を明確にし，オリエンテーションや単元を通してこの学び方を児童に習得させることができたことで

ある。 

今年度の研究では，体力を高める運動における三つの資質・能力について明らかにしていく。そして，い

つ，どのように知識を習得するのかについて明確にする。これは，運動との出会いや児童の課題設定に大き

くかかわることであり，主体的に運動に取り組む児童を育成する上で大切な視点である。また，児童の「思

考力，判断力，表現力等」の高め方を研究する。特に，「表現力」については，「他者に伝える力」を育成す

るための指導法及び児童の変容の把握方法を明らかにする。このことは，「学びに向かう力，人間性等」と

のつながりがあり，「他者とのかかわり」という大きな視点で研究を進めていく。具体的には，児童同士の

言葉掛けの内容や場面を明らかにしたり，学習環境を工夫したりして研究主題に迫るものとする。 

 

 

 

「三つの資質・能力の関係性を明確にし、 

運動や健康についての課題に主体的・協働的に取り組む児童の育成」 



 

５ 研究の全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究の内容 

 

学 習 指 導 要 領 
子供たちの 

現状と課題 

社会の背景・ 

要請 

研究主題 

三つの資質・能力の関係性を明確にし、 

運動や健康についての課題に主体的・協働的に取り組む児童の育成 

基本的な考え方 

自ら進んで課題を見付け，友達と共にその解決を図る学習過程を

通して，三つの資質・能力をバランスよく身に付けるようにする。 

研究の視点①＝１年次の中心になる視点 

三つの資質・能力の体育科における具体的な学習状況の明確化 

研究の視点②＝２年次の中心になる視点 

三つの資質・能力の関係性を明らかにした学習過程の在り方 

研究の視点③＝３年次の中心になる視点 

三つの資質・能力を育むための指導と評価 

研究発表会による実践・評価・検証 

（夏季合同研究会・実証授業・多摩地区研究発表大会・区部発表大会） 

〈基 礎 研 究〉 

学習指導要領や中教審答申等の資料を収集・分析し，共通の知見を得る。 

〈調 査 研 究〉 

児童の現状や課題，教師の実践等をアンケート調査等の実施でつかむ。 

〈実 践 研 究〉 

分科会ごとに実証授業に取り組み，児童の変容や活動状況のデータを基に，授業を評価し，検証する。 



 

１ 研究の視点１について 

（１）運動領域における三つの資質・能力の学習状況 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

運
動
領
域 

各種の運動が有する特性や魅

力に応じた知識や技能 

 

 

・各種の運動の行い方に関す

る基礎的な知識 

・各種の運動を行うための基

本的な技能 

自己の能力に適した課題をも

ち，活動を選んだり工夫した

りする思考力，判断力，表現

力等 

・自己の能力に適した課題に

気付く力 

・自己の課題を解決するため

の活動を選んだり，運動の

行い方を工夫したりする力 

・思考し判断したことを，言

葉や動作等で他者に伝える

力 

運動の楽しさや喜びを味わ

い，明るく楽しい生活を営む

ための態度 

 

・進んで学習活動に取り組む 

・約束を守り，公正に行動す

る 

・友達と協力して活動する 

・自分の役割を果たそうとす

る 

・友達の考えや取組を認める 

・安全に気を配る 

 

体
力
を
高
め
る
運
動
領
域 

＜５・６年＞ 

〇体力を高める必要性，体力

要素，適時性，体力の高め

方等を理解することができ

る。 

〇体力を高める運動につい

て，ねらいに合った動き（動

作）を身に付けることがで

きる。 

＜５・６年＞ 

〇自分の体の状態や体力に応

じて，運動の行い方を工夫

したり選んだりしている。 

〇動きのポイントや選び方に

ついて仲間に言葉や動作で

伝えている。 

＜５・６年＞ 

〇体力を高めることができる

よう，進んで取り組むとと

もに，約束を守り助け合っ

て運動をしようとしたり，

運動する場や用具の安全に

気を配ろうとしたりしてい

る。 

〇仲間からのアドバイスを受

け入れたり，友達の考えや

取組を認めて称賛したり，

励ましたりしている。 

体力を高める運動における三つの資質・能力を図 1のようにとら

えている。特に「理解する」「称賛し，励ます」「伝える」というキ

ーワードを今年度の研究を進めいてく。 

具体的な学習状況（図２）として「知識及び運動」については，

単に体力の高め方についての知識を習得すること「知る」にとどま

らず，身体表現を通して体力を高める運動の学び方への「理解」を

深めていくことが重要であり，今後もより一層大切にしたい資質・

能力であると考える。これは，中学校との接続を図る上で大切な視

点となる。 

「思考力，判断力，表現力等」については，昨年度までの研究の

成果である「自己の体力についての課題解決に向けて思考し判断す

ること」を大切にしつつ，「他者に伝える力」をより一層育成して

いくことが大切である。今年度は「他者に伝えることをどのように

指導し，見取るか」について研究していく。 

「学びに向かう力，人間性等」については，「友達の体力につい

ての課題解決に向けた考えや取組を認めて称賛したり励ましたり

する態度」をより一層涵養していくことが大切である。「他者に伝

える力」とのつながりがあり，研究の重点としていく。 

 

【図１】 

【図２】 



 

２ ３つの視点の考え方 
（１）研究の視点１「三つの資質・能力の具体的な学習状況」についての考え方 

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱は，相互
に関係し合いながら育成されるものであり，順序性や階層性のあるものではない。 
体育科の「見方・考え方」については，生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する観点を踏まえ，

「運動やスポーツを，その価値や特質に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視
点から捉え，自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること。」
と整理されている。体育において『する・みる・支える・知る』の多様な運動との関わりに気付くため
には，児童の興味や関心，発育，発達や学習の課題等を踏まえ，個に応じた学びを引き出すことが重要
である。つまり，「どのように学ぶか」を大切にしていかなければならない。 
「学びに向かう力，人間性等」は「知識及び運動」，「思考力，判断力，表現力等」をどのような方向

性で働かせていくかを決定づける要素である。学んだことをもとに，「体力が高まった！」と実感できる
場面が，単元全体や一単位時間を通して感じられるようにしていくことが，学びに向かう力，人間性等
を育んでいくと考えている。また，学んだことを第６学年での体力を高める運動や他領域に生かそうと
する態度にもつながっていく。「もう少しでできそうな動き」や「もっとなめらかにしたい動き」を『早
く授業でやってみたい！』という自信や前向きな気持ちを引き出すことができれば，「学びに向かう力，
人間性等」の高まりをより促していくことができる。また，仲間と関わり合う場面で，互いの取組を認
め合ったり，励まし合ったりする力を身に付けることも重要な視点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

一つ一つの各項目は，児童の【学習状況】である。 

第５学年，第３時のオリエンテーション，リーフレット等で，体力を高める必要性，体力を高める適

時性，体力の４要素，体力を高める運動における学び方を知り，単元全体を通して理解させていく。そ

こで得た知識をもとに，課題に応じて運動の取り組み方を選んだり工夫したりするとともに，伝える相

手や状況に応じて分かりやすく表現できるよう指導していく。 

 

縦の広がりは，【学習の進展】を表している。上に進むにつれて，学習状況が変わっていき，授業が進

んでいく。 

 

横の広がりは，【三つの資質・能力の高まり】を表している。横に広がっていくにつれ，「知識及び技

能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱が高まっていく。 

 

ただし，この図に示した一連の流れは，本部会が考えた学習の進展例である。 

今年度は，昨年度までの研究の成果をもとに，児童の体力を高めていくために「思考力，判断力，表

現力等」を，体力を高める運動における三つの資質・能力の中核とし，関係図を作成した。 

 

(参考・引用文献) 学習指導要領改訂のポイント 小学校・中学校  体育・保健体育 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）研究視点２「三つの資質・能力の関係性を踏まえた学習過程の在り方」についての考え方 

①体力を高める運動における課題 

本部会では「課題」とは，教師が児童に教えるべき内容（ねらい）と，児童が学習を通して

身に付ける内容（めあて）と捉えている。その課題は次の視点（図３，図４）で分類すること

ができる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

体育学習の目標にある「技能」「態度」「思考・判断」に関わる内容から毎時間設定し，教師

が意図した授業を通して児童が主体的に解決に向けて学ぶ過程を「課題解決的な学習」だと考

える。 

設定の視点では，単元の前半や一単位時間や一単位時間のはじめに学級全体で確認する内容

が「共通課題」となる。第５学年での学習の初期段階や，新しい運動と出会う時に，教師が運

動や動きを限定して伝えたり，それぞれのグループで工夫した中から動きを選んだりする内容

が「選択課題」となる。学習の進展に伴い，自己の体力の体力に応じて運動や動き，動き方を

課題とする内容が「個別設定の課題」となる。 

 

   【内容の視点で，児童が設定する課題の具体例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「体力を高める」ことを，単元全体の目標として展開しながら，毎時間のねらいや評価の重

点によっても，児童がもつ課題の内容や設定の仕方は異なる。また，一単位時間の中で複数の

運動を扱う場合には，全ての児童がもつ課題を事前に把握しておくことは困難である。しかし，

課題解決的な学習の実現を図るため，教師は学習カードへの記入内容の把握や授業中の言葉掛

けを通して，児童がただやみくもに運動に取り組むのではなく，ポイントを発見したり，発見

したポイントを生かしたりしながら運動を行うよう明確に課題をもたせる必要がある。 

体育学習の目標にある，「技能」「態度」「思考・判断」にかかわる内容から毎時間設定し，教

師が意図した授業を通して，児童が主体的に解決に向けて学ぶ過程を「課題解決的な学習」だ

と考える。 

【図４】 【図３】 

体力の課題 ぼくは，巧みな動きを高めるために， 

動きの課題 逆回し跳びに取り組み， 

動き方の課題 タイミングをはかって，なわが

目の前を通過した瞬間に入れるようにする。 

運動の課題 長なわを使って， 

 



 

 

② 課題解決的な学習の流れ 

段 階 体力を高める運動の課題解決的な学習 

課題を知る 
学習の行い方を知る。もとの動きを知る。自己の体力を知る。工夫の視点
を知る。 

課題の解決方法を知り，
解決に取り組む 

ポイントを見付けながら動きに取り組む。 

動きを工夫し，工夫した動きのポイントを見付けながら動きに取り組む。 

見付けたポイントを共有する。また，他のポイントを見付ける。 

課題を解決する 

（選ぶ・振り返る） 

ポイントを意識して動きに取り組み，できたり，滑らかになったりする。 

③ 課題解決的な学習を成り立たせる「体力を高める運動における学び方」 

課題を設定し体力を高めていく過程で，児童は様々な思考を働かせて学習を展開していく。

それぞれの段階において学習内容を身に付けながら，児童が何をどのように考えて運動してい

るのかを表したのが下表となる。本部会では取り上げる全ての運動内容において，児童が思考

していく内容と，その力に働きかける手だて，評価場面について明らかにした。 

段階 学習内容 思考・判断の方法（例） 課題解決に向けて，何をどのように考えるか（例） 

課
題
を
知
る 

体力を高める必要性 

体力を高める適時性 

体力の要素 

体力の高め方 

運動のもつ価値 

もとになる動きの行い方 

比較する 
体力要素同士を比較したり，以前の自分の

体力や友達の体力と比較したりする。 

推量する 
運動に取り組む意図を理解し，高まってい

く体力について推量する。 

関係付ける【図５】 
一つの運動を通して身に付けた動き方を他

の動きや運動に関係付ける。 

課
題
の
解
決
方
法
を
知
り
， 

課
題
に
取
り
組
む 

動きのポイントを発見した

り，共有したりする 
焦点化する【図６】 

体の部位に着目して，様々な動きの中から

焦点化し，ポイントを見付ける。 

ポイントに気を付けて運

動に取り組む 
共通の基準で見る 友達の動きをポイントに着目して見る。 

動きの工夫の仕方を理

解する 
視点を変える 

動きの質や量に着目して様々な工夫の視

点（姿勢，方向，用具，人数など）をもつ。 

課
題
を
解
決
す
る 

選
ぶ 

運動や動きを工夫する 

工夫した動きを選ぶ 
拡張する 

一つの動きでできるようになった動き方をさ

らに工夫した動きにつなげる。 

振
り
返
る 

動きのポイントに気を付

けながら運動する 
具象化する 

動きのポイントを言語化する。動きのポイン

トを図に表す。 

体力の高まりを実感する 帰納的に見る 
体力の高まりを学習の道筋に関連付けて

考える。 

 

【図５】                     【図６】 

 

 

 



 

 

④多様な動きをつくる運動（遊び）と体力を高める運動における学び方 

体力の４要素（体の柔らかさ）（巧みな動き）

（力強い動き）（動きを持続する能力）を高め

るための学び方は，「多様な動きをつくる運動

（遊び）」の土台の上に成り立っている。一つ

一つの体力要素に応じて，工夫できる動きの

種類やそれに伴う動きのポイントの数が異な

るため，図の広がりや高さには違いがある。 

 

 

 

⑤「巧みな動き」「力強い動き」を高めるための運動における学び方 

この二つの体力要素を高めるための運動を行う上では，動きの質を高めていくことが量の高

まりにつながることを意識して運動を行わせる。もとになる動きから動きをさらに工夫し，新

しいポイント発見をしながら運動を行うことで，大きな質の高まりが期待される。 

質の高まりの具体例 
【巧みな動き】 
・動きの無駄がなくなる 
・できない動きができるようになる 
【力強い動き】 

・力の入れ方がスムーズになる 等 

量の高まりの具体例 
【巧みな動き】 
・同じ時間でできる回数が増える 
【力強い動き】 
・より重いものが持てる 

・運ぶ距離が伸びる（５～６分程度） 等 

 

思考の流れ 
①体力の高め方や運動の行い方を知る     
②ねらいに応じた運動を行う 
③ポイントを発見する 
④できる，なめらかになる 

⑤記録が伸びる 

 
⑥新しい運動と出会う 
⑦新しいポイントを発見する 
⑧ポイントを生かす 
⑨できる，なめらかになる 

⑩記録が伸びる 

  

⑥「体の柔らかさ」「動きを持続する能力」を高めるための運動における学び方 

この二つの体力要素を高めるための運動を行う上では，質の高まりを目指し，新たなポイント

発見を繰り返して運動を行うことよりも，量の高まりを意識した工夫を行うことで，もとにな

る動きで見付けたポイントを生かして体力を高めていく。 

      

量の高まりの具体例 
【柔らかさ】 
・曲げ伸ばしの到達点や距離が伸びる 
【持続】 
・動く距離が伸びる 
・跳ぶ回数が増える 等 

質の高まりの具体例 
【柔らかさ】 
・同じ曲げ伸ばしでも痛くない 
・無理なく曲げ伸ばしができる 
【持続】 
・疲れにくくなる 等 

 

思考の流れ 
①体力の高め方や運動の行い方を知る 
②ねらいに応じた運動を行う 
③ポイントを発見する 
④ポイントを生かしながら運動に取り組む 
⑤記録が伸びる 

 
⑥ポイントを生かしながら 

運動に取り組む 
⑦記録が伸びる 

 

 

繰
り
返
し

 

繰
り
返
し

 



 

 

⑦単元計画作成の意図 

【第５学年の指導計画】 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

OT 魔法のストレッチ 往復走 

長なわ 
ドリブル

移動 

長なわ 
短なわ バンブー 

短なわ 固定施設 固定施設 長なわ 短なわ 

ドリブル バンブー 腕立て 腕立て ドリブル バンブー 

【第６学年の指導計画】 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

OT ウォーキングストレッチ エアロビクス 

長なわ ステップ 
長なわ いろいろずもう 巧みな動きを高めるための運動    から運動と 

力強い動きを高めるための運動    動きを選択 ステップ 腕立て伏臥腕屈伸 

○オリエンテーション 

  児童の学習意欲を引き出し，体力の要素や必要性，適時性，運動の行い方などを理解させるため，体力を

高める運動の開始時である第３時にオリエンテーションを設定する。特に，体力の高まりが実感できるよう

に，ポイントを見付けたり，動きを工夫したりして，動きができることが体力の高まりであることを気付か

せる。 

○体の柔らかさを高めるための運動 

  運動の特性上，継続的に取り組むと体力の高まりを実感しやすいため，第５学年及び第６学年とともに，

帯の時間を設定し取り扱うものとした。なお，第５学年は「魔法のストレッチ」を，第６学年はねじる，回

す，振るなどの動きを取り入れた「ウォーキングストレッチ」を実施する。評価に際しては，帯の時間の最

初と最後の記録を比較したり，体感としての高まりを言語化したりして，運動面（技能面）の向上を見取る。

また，体育的活動などの学校生活や家庭生活につなげていくように指導する。 

○巧みな動きを高めるための運動 

  第５学年及び第６学年の２年間を通して，思考・判断を促しながら重点的に取り扱う。特に，第５学年の

第３時～第８時では，「運動の行い方を知る」⇒「動きのポイントを見付ける」⇒「動きを工夫する」⇒「振

り返る」という運動の学び方を身に付けるように計画した。体力を高める運動の第１時には，ポイント発見

や工夫をさせやすい長なわを取り扱うことにした。下表は動きを工夫したり選んだりする学習場面を段階的

に設定したものである。 

学年 時間 学びの段階 課題を選択する単位 

第５学年 
第３時～５時 
第６時～８時 

「運動の行い方を知る」⇒「動きのポイント
を見付ける」⇒「動きを工夫する」⇒「振り
返る」 

グループ 

第１１時～１２時 「学び方を生かして体力を高める」 

個人 
第６学年 

第３時～５時 
「運動の行い方を知る」⇒「動きのポイント
を見付ける」⇒「動きを工夫する」⇒「振り
返る」 

第９時～１２時 「学び方を生かして体力を高める」 

 

○動きを持続する能力を高めるための運動 

 運動の特性上，継続的に取り組むと体力の高まりを実感しやすいため，第５学年及び第６学年とともに，

帯の時間を設定し取り扱うものとした。なお，第５学年は第９～１２時に「往復走」を，第６学年では第９

～１２時に「エアロビクス」を実施する。評価に際しては，帯の時間の最初と最後の記録を比較したり体感

としての高まりを言語化したりして，運動面（技能面）の向上を見取る。 

○力強い動きを高めるための運動 

 運動の特性上，継続的に取り組むと体力の高まりを実感しやすいため，第５学年では，学び方を理解させ

るために２時間設定し，第６学年においては帯の時間を設定し取り扱うものとした。第５学年の第９時～１

０時，第６学年の第６～８時に「腕立て伏臥腕屈伸」「固定施設を使った運動」を実施する。 

第６学年の７・８時は思考・判断を促し，動きを選んだり工夫したりすることができるようにする。評価

に際しては，帯の時間の最初と最後の記録を比較したり，体感としての高まりを言語化したりして，運動面

（技能面）の向上を見取る。 



 

 

研究の視点３「三つの資質・能力を育むための指導と評価」についての考え方 

 ①学習に即した評価 

   各観点における児童一人一人の学習状況を的確に把握するため，１時間ごとのねらいに応じて評価の

重点化を図る。関心・意欲・態度は早い段階での定着が望ましいことから，新しい運動に取り組む場面

に重点を置く。思考・判断は，指導後の変容を見取るため，連続または短期間で見取り，児童が動きを

工夫したり，選択したりする場面で重点的に評価していく。運動の技能は，定着や伸びを確認するため，

単元後半に置いて４つの体力要素をバランスよく評価する。 

【第５学年の重点評価計画の例】 

 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

関心・意欲・態度 ○ ○ ○ ○   ○  ○  

思考・判断 ○     ○ ○ ○  ○ 

運   動  ○ ○  ○ ○  ○ ○ ○ 

【第６学年の重点評価計画の例】 

 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

関心・意欲・態度 ○ ○ ○ ○   ○  ○  

思考・判断 ○   ○ ○  ○ ○  ○ 

運   動  ○ ○  ○ ○  ○ ○ ○ 

 

【具体的な評価場面と評価等の例】 

場面 評価の観点 児童の具体的な姿 教師の働きかけ 

運動を行う 運動 

・動きができたり，なめらかにな

ったりする。 

・運動オリエンテーションで出た場面の中で，「こ

うすれば動きができるようになる・なめらかにな

る」のポイントを生かして運動を行うように助言

する。 

ポイントを 

発見する 
思考・判断 

・ポイントを見付けたり，ポイン

トを見付けようとしたりして

いる。 

・自分で行ったり，友達の動きを見せたりして，児

童がポイントを明らかにできるようにする。 

・何度も取り組ませたり，体の部位に着目させたり

して，児童がポイントを言語化できるようにす

る。 

・ポイントを全体で共有する。 

動きに取り組む 

思考・判断 

・自分なりにポイントを意識した

り，意識しようとしたりしてい

る。 

・共有したポイントに取り組むよう全体に指示す

る。 

・新たなポイントも追加して見付けられるよう助言

する。 

運動 

・動きができたり，なめらかにな

ったりする。 

・「できたり，なめらかになったりする」ことを児

童が実感できるよう，ポイントを見付けて取り組

むように助言する。 

・できた児童やグループを全体に手本として示す。 

体力の高まり 

(質や量の高まり) 

思考・判断 

・自分なりに動きを工夫したり，

動きを工夫しようとしたりし

ている。 

・自分なりに動きを選んだり，記

録を目指したり，またはそれら

の運動や動きをしようとした

りしている。 

・初めて運動や動きに取り組んだ

時を振り返り，体力の高まりを

実感しようとしている。 

・動きを工夫できるように，工夫の視点を示す。 

・学習資料をもとに，教師がねらっている動きを引

き出せるように助言する。 

・ねらった動きを全体で共有する。 

・動きを高めたり，記録を向上させたりするために

ポイントを意識させる。 

・初めて運動や動きに取り組んだ時を振り返らせ，

体力の高まりを実感させる。 

運動 

・動きができたり，なめらかにな

ったりする。 

・「動き」に視点を当てながら，「こうすれば動きが

できるようになる・なめらかになる」のポイント

を考えながら取り組むように助言する。 

学習活動全般 

関心・ 

意欲・ 

態度。 

・運動に進んで取り組んでいる。 ・児童ができるような運動を一緒に考えたり，見付

けたりする。 

・称賛や励ましの言葉を掛けたり，ハイタッチを行

ったりするとともに，全体でもそれらを行えるよ

うに言葉を掛ける。 



                      

 

②評価に至るまでの具体的例（バンブーステップ） 

段階 学習 
思考・判断 

の方法 
具体的な児童の姿 

思考・判断を促すための手だて 
（◇教師のかかわり ◆言葉掛け） 

評価 
方法 

課
題
を
知
る 

体力を高める必要性 

体力を高める適時性 

体力の要素 

体力の高め方 

運動のもつ価値 

もとになる動きの行い方 

関係付ける 

比較する 

・ バンブーステップは，リズムに合わせてタイミングをと

ったり，リズミカルにステップを踏んだりする運動だか

ら，巧みな動きが高まるのかな。 

・ 腕立て伏臥腕屈伸とバンブーステップを比べると，

高めようとしている力が違うことが分かる。 

・ バンブーステップができるようになることと，思い通りに動ける

ようになることがどのように関係しているのだろう。 

・ 方向を変えれば，より巧みな動きが高まるかな。 

・ リズムを変えることと，巧みな動きを高めることは関係

しているのかな。 

◆バンブーステップを行うとどのよう

な体力が高められるだろう。 

◇リーフレットを活用する。 

◇学習資料を使う。 

◆バンブーステップとほかの運動

は，何が違うのかな。 

◆ポイントを見付けるには，ステップ

を踏んでいる人のどんなところを

見たらいいかな。 

◆どうしたら，巧みな動きをさらに高

めることができるかな。 

・学習カードの

めあて 

・児童の発言 

課
題
の
解
決
方
法
を
知
り
， 

課
題
に
取
り
組
む 

動きのポイントを発見し

たり共有したりする 

焦点化する 

仮定する 

推量する 

類推する 

拡張する 

・ ○○さんの足に注目して，どのようにステップを踏ん

でいるか見てみよう。 

・ もしかしたら，つま先でステップを踏めば，引っかか

らずにできると思う。 

・ リズムを変えれば，巧みな動きがさらに高まるかな。 

・ スムーズにステップを踏めている○○さんは，バン

ブーに入るタイミングがよいのだろう。 

・ スムーズにステップを踏めるようになってきたから，

方向を変えてみよう。 

 

◆スムーズにステップを踏めることが

できたのはなぜだろう。 

◆上手にステップが踏めないのはな

いのはなぜだろう。 

◆○○さんはなぜ，引っかからずに

ステップを踏めるのかな。 

◇グループを作り，いろいろな角度から友達の動

きを見させたり，言葉掛けをさせたりする。 

◇動きのポイントを見付けている友達

と一緒にやらせる。 

◆さらに巧みな動きを高めるには，ど

うしたらよいのかな。 

◇工夫の視点を示す。 

・児童の動き 

・学習カードの

記録，見付

けたポイント 

ポイントに気を付けて

運動に取り組む 

動きの工夫の仕方を理

解する 

課
題
を
解
決
す
る 

選
ぶ 

運動や動きを工夫する 

工夫した動きを選ぶ 

 

類推する 

比較する 

加減する 

変換する 

・ リズムを工夫すれば，巧みな動きが高まるということは，

人数を工夫しても巧みな動きが高まるだろう。 

・ リズムを工夫している○○さんと自分を比べると○○

さんがスムーズに跳べるようになっているから，リズム

を工夫してみよう。 

・ 人数を変えてステップを踏めるようになったら，巧みな動きが

高まるかな。 

・ ○○のポイントができたから，次は△△のポイントを

意識してみよう。 

◆リズムと方向のほかには，どんな

工夫の視点があったかな。 

◆リズムを変えても引っかからずにス

テップを踏めている○○さんは，

どこが上手なのかな。 

◇工夫して跳べている児童を紹介す

る。 

・児童の発言 

振
り
返
る 

動きのポイントに気を

付けながら運動する 演繹的に見る 

具象化する 

仮定する 

推量する 

類推する 

・ 足のつま先でステップを踏むことができれば，リズム

を変えても引っかからずにできる。 

・ スムーズにステップを踏むことができた時に意識した

体の部分に色をぬってみたら，ポイントが分かった。 

・ リズムを変えてステップを踏むことができるようになれ

ば，巧みな動きが高まる。 

・ リズムを変えてステップを踏めたということは，巧みな

動きが高まったといえる。 

・ 人数を変えてステップを踏むことができれば，巧み

な動きがさらに高まるだろう。 

・ リズムを変えたら巧みな動きが高まったから，方向を

変えても巧みな動きが高まるだろう。 

◆できた時に意識した体の部分に色

を塗ってみよう。 

◇学習カードを活用する。 

◆リズムを変えてもステップを踏むこ

とができたということは，どういうこと

が言えるだろう。 

◆自分の体力に合わせた次の工夫

は何だろう。 

◆なぜ，スムーズにステップを踏む

ことができたのだろう。 

◆体のどこの部分を意識して入った

のかな。 

・学習カードの

振り返り 

・児童の発言 

体力の高まりを実感する 

  

「体力を高める運動における学び方」を学習の場面で生かしていくためには，それぞれの段階において児童が何をどのよ

うに考えて運動しているのかを明らかにする必要ある。そこで，運動しながら考えたことや振り返りカードに記述した内

容についての具体的な児童の姿を想定した。また，４つの体力要素を高める一つ一つの運動について，思考・判断を促す

教師のかかわり方を明らかにすることで，適切に評価すると共に更なる指導の改善へとつなげていく。



 

 

（４）研究主題に迫る手だて 

① 「知識」の習得から「理解」へ深めるための手だて 

 ア 習得する知識の明確化 

第１時のオリエンテーションでは，取り扱う「知識」を以下の内容に限定し，習得を確実なものとす

る。児童は，スライド画面等を視聴しながら教師と対話したり，長なわの運動に取り組んだりして，「知

識」を習得していく。 

 

 

 

 

 

   イ 長なわを活用したオリエンテーションの工夫 

オリエンテーションで長なわを取り扱うのは，児童にとって親しみのある身近な運動であり，ポイン

ト発見や動きが工夫しやすく，体力の高まりを実感しやすいからである。 

   ウ 体力の高め方の明確化 

単元開始時のオリエンテーションの段階では，体力についての「知識」を習得したものの，体力の高

め方を「理解」したとは言い難い。児童は，単元を通して，体力の高め方（やってみる → ポイントを

発見する → 動きを工夫する → 振り返る）を繰り返し確認したり振り返ったりすることで，体力の高

め方を「理解」していくのである。 

   エ 体力の高め方を理解している児童の学習状況の明確化 

第１１時や第１２時の動きを選択する場面で，これまでに習得した「知識」を活用している姿が表出

されれば，体力の高め方を「理解」していると言える。以下がその一例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「 

○ 体力を高める必要性 

○ 体力を高める適時性 

○ 体力の４要素（体の柔らかさ及び巧みな動き，動きを持続する能力及び力強い動き） 

○ 体力の高め方（取り組む → ポイントを発見する → 動きを工夫する → 振り返る） 

 

数値の向上は見られないが，

「以前より楽に動けた」「以前

より大きく動かせた」「次はこ

うすればできる気がする」な

ど，体の感覚をも肯定的に捉

え，自己の体力の向上について

振り返っている。 

単元の前半で習得したポイ

ント発見の方法（体の部位に焦

点化する，発見したポイントを

他の動きに適用できるか試す 

等）を活用し，自己の体力を高

めようとしている。 

動きの工夫の視点（姿勢，移

動・方向，人数，時間，距離，

回数など）を活用し，自己の体

力を高めようとしている。 

 寄り相撲では，腰

を落とすと力を

発揮できた。 

長なわの運動で

移動・方向を工夫

してもなめらか

にできた。 

往復走で，記録が

伸びなかったけ

れど，前よりは楽

に走れるように

なった。 

だから，引き相撲

でも腰を落として

やってみよう。 

知識の習得 

 

理解への深まり 

 

 

 

 

だから，バンブー

ステップでも移

動・方向を工夫し

てやってみよう。 

だから，次は前

半に少しペース

を上げて走って

みよう。 



                      

 

② 「他者とのかかわり」を育成する手だて 

 

ア 学習形態の工夫と教師の言葉掛け 

第５学年では，他者に伝える活動を促すために，１班４人程度の固定グループで単元の学習を進める。

教師がグループ学習に積極的に関わり，「なぜ，Aさんは○○の動きができたのかな？」などと，A児本

人や同グループのB児・Ｃ児・D児に発問する。これにより，児童の思考が促され，思考し判断したこ

とを他者に伝える学習活動が期待できる。 

  

イ 動きの共有と言語化 

学級全体で動きを共有する場面を設定することで，他者に動きや言葉で伝える学習活動を促していく。

具体的に，長なわの運動における教師行動の一例を挙げると，指導者は，逆回し跳びに取り組み，跳べ

るようになったＥ児を見付けて学級全体に紹介する。 

「Ｅさんは，なわがどこを通過したときに入っていますか」「Ｅさん

は足の裏をどのように着いて跳んでいますか」などと発問し，他者に

伝える学習活動を促していく。その際，動きのポイントを言語化する

ことが困難な児童には，実際に体を動かして動きで伝えることも認め，

肯定的に評価することで，他者に伝える雰囲気づくりに努めたい。 

  

ウ 学習カードの工夫 

ポイントを発見したり動きを工夫したりする学習場面で，友達に伝えたことや友達から伝えられたこ

とを学習カードに記述することで，他者に伝えようとする気運を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   エ 称賛による価値付け 

     「友達の課題解決に向けた考えや取組を認める児童」を育成するために，単元の前半では，まず教師

がよきモデルとなることが大切である。運動中や終末の振り返り場面で，児童の課題解決に向けた考え

や取組を称賛することで，「認める」雰囲気を醸成する。友達の課題解決に向けた考えや取組を認める児

童が現れたら，適宜意図的に取り上げて称賛し，価値付けて学級全体に広げていく。 

体力を高める運動 ２時間目   月  日 氏名         

課題 

たくみな動きを高めるために，ドリブル移動のポイントを 

見付けながら運動に取り組もう。 

 

 

もとの動き  利き手で歩きながらドリブル移動する。 

 

安全に気を配ることができたか。 △ 〇 ◎ 

動きのポイントを見付けることができたか。 △ 〇 ◎ 

体のやわらかさを高めることができたか。 △ 〇 ◎ 

振
り
返
り 

だれのどんな動きがよかったか，見付けた動きのポイントは何か 仲間に伝えたこと，

伝えられたこと 

 

 

 友達に伝えたこと 

伝えられたこと 



 

 

３ 取り扱う運動例と工夫の視点 

（１）工夫の視点 

体力には４つの要素があり，運動を通してそれぞれの体力要素に合った高め方があることに

ついて学んでいく。さらに，体力を高めるためには，自分に合った動きを工夫することが大切

であることを理解させる。そのうえで，「移動・方向」「姿勢」「用具」「人数」「テンポ」「リズ

ム」「回数」「時間」「距離」「速さ」を変化させて動きを工夫しながら行っていく。 

体力を高めるための運動における学び方（Ｐ７）にもあるように，「巧みな動き」「力強い動

き」を高めるための運動では，もとになる動きから動きを工夫し，新しいポイントを発見して

いく。質的な視点，「体の柔らかさ」「動きを持続する能力」を高めるための運動では，もとに

なる動きで見つけたポイントを生かしていく，量的な視点を主に動きの工夫をさせていく。 

そこで，工夫の視点の分類と工夫の視点における動きの例を以下の表にまとめた。 

 

＜工夫の視点の分類＞ 

 視点 主な運動 

質的な視点 
○移動・方向 ○姿勢 ○用具 

○人数 ○テンポ ○リズム 

巧みな動きを高める運動 

力強い動きを高める運動 

量的な視点 ○回数 ○時間 ○距離 ○速さ 
柔らかさを高める運動 

動きを持続する能力を高める運動 

それぞれの動きに応じて，質的な視点と量的な視点の工夫を使い分けながら動きを工夫し，体力

を高めていく。 

【工夫の視点における運動例】 

 視点 運動 工夫した動き 

質
的
な
視
点
と
運
動
例 

姿勢 
力 腕立て伏臥腕屈伸 手の付く位置を前後や左右に開いて行う 

柔 ウォーキングストレッチ 体の曲げ伸ばしや回旋する方向を変える 

移動・方向 巧 
長なわ 入る方向やぬける方向を変える 

ドリブル移動 スキップしながらドリブルする 

用具 
持 エアロビクス 水入りのペットボトルをもって行う 

巧 

長なわ 長なわの中で短なわを跳ぶ 

人数 
短なわ ２人や３人で一緒に跳ぶ 

ダブルステップ 友達とシンクロをしながらステップする 

リズム バンブーステップ トン・トン・パッ・パッのリズムで跳ぶ 

テンポ 
ダブルステップ テンポを速くしてステップする 

力 腕立て伏臥腕屈伸 テンポを速くして腕立て伏臥腕屈伸をする 

 

 視点 運動 工夫した動き 

量
的
な
視
点
と
運
動
例 

回数 
巧 短なわ １分間で跳ぶ回数を増やす 

力 腕立て伏臥腕屈伸 伏臥腕屈伸の回数を増やす 

時間 
持 エアロビクス 曲を長くして踊る 

持 往復走 走る時間を延ばす 

距離 
柔 魔法のストレッチ 曲げ伸ばしの到達点が伸びる 

力 固定施設（雲梯） 雲梯を一つとばしで行う 

速さ 
力 腕立て伏臥腕屈伸 ゆっくり屈伸する 

持 往復走 同じ距離を時間を短くして走る 



 

 

（２）運動例と工夫の広がり 

①魔法のストレッチとウォーキングストレッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．長座で前屈 

１０． もう１度「３」を行い、やわら

かくなっているか、感じてみよう 

９． 片ひざを曲げてゆっくり前屈→足

をかえてもう１度 

２． 左右に広げよう 

８． 足の裏を合わせて、つま先を両手

でもち、かかとをお尻の方までもっ

てくる→ゆっくり前屈→あぐらに

する→前屈（あぐらの足の上下をか

えてもう１度） 

３． かかとのラインを０としてそこか

ら板の目何枚分手が前に出るか 

 

７． 左手を右足のつま先に→（左右交

代）※上体はあまりまげない 

４． 足の指を回す→足首を回す→左右

交代→両足首を回す→つま先をピ

ンと上に 

 

５． 手で足の裏をつかみ、ひざをピン

と伸ばす 

６． 片足をかかえる→つま先を顔へ→

耳へ→頭の上へ（左右交代） 

魔法のストレッチ 

あれあれ！？ 

体が柔らかくなってる！ 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

学習指導案 
 

 

 

 



 

 

Ⅲ 学習指導案 

第５学年 体育科学習指導案 
日 時：平成２９年１０月１９日（木）   

     ５校時（１３：４０～１４：２５） 

会 場：武蔵野市立第三小学校       

対 象：第５学年１組 ４１名       

授業者：河野 和顕 主任教諭       

１ 単元名 体つくり運動「体力を高める運動」 

２ 単元の目標 

（１）運動に進んで取り組み，約束を守り助け合って運動したり，仲間の考えや取組を認めたり，場や用具

の安全に気を配ったりすることができるようにする。 

（２）自己の体の状態や体力に応じて，運動の行い方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者

に伝えることができるようにする。 

（３）ねらいに応じて，体の柔らかさ，巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力を高めるための運動

をすることができるようにする。 

３ 単元の評価規準 

（１）体ほぐしの運動 

観 点 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

運動への 

関心・意欲・態度  

○体ほぐしの運動に進んで取り組

み，助け合って運動したり，場や

用具の安全に気を配ったりしよ

うとしている。 

①体ほぐしの運動に進んで取り組もうとしている。 

②約束を守り，仲間と助け合って運動しようとしている。 

運動に 

ついての 

思考・判断 

○体ほぐしの運動のねらいや行い

方を理解するとともに，自己の体

の状態に応じて，運動の行い方を

工夫している。 

①体ほぐしの運動には，気付き－調整－交流のねらいがあること

を理解し，ねらいに応じた運動を選んでいる。 

（２）体力を高める運動 

観 点 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

運動への 

関心・意欲・態度  

○体力を高める運動に進んで

取り組み，助け合って運動を

したり，場や用具の安全に気

を配ったりしようとしてい

る。 

①体力を高める運動に進んで取り組もうとしている。 

②約束を守り，仲間と助け合って運動しようとしている。 

③用具の準備や片付けで，分担された役割を果たそうとしている。 

④運動の場の危険物を取り除くとともに，用具の使い方や周囲の安全に気

を配ろうとしている。 

運動に 

ついての 

思考・判断 

○体力を高める運動のねらい

や行い方を理解するととも

に，自分の体力に合った運動

の行い方を選んだり，工夫し

たりしている。 

①体力を高める運動のねらいや行い方を理解し，動きのポイントを見付け

ている。 

②自己の体力に応じた運動や動きを選んだり，工夫したりしている。 

運動の技能 

○体力を高める運動のねらい

に合った動きができる。 

①体の柔らかさを高めるための運動のねらいに合った動きができる。 

②巧みな動きを高めるための運動のねらいに合った動きができる。 

③力強い動きを高めるための運動のねらいに合った動きができる。 

④動きを持続する能力を高めるための運動のねらいに合った動きができる。 

４ 運動の特性 

〇自分の思い通りに体を動かすことができたときに楽しさを感じる運動である。 

  〇運動を工夫したり，新しい動きを考えたりしたときに楽しさを感じる運動である。 

  〇運動のポイントを見付け，自己の動きが向上したときに楽しさを感じる運動である。 

５ 児童の実態  

  １学期には，陸上運動でのグループ学習や水泳運動でのペア学習などを通して，自己の課題に合わせた

練習を行ったり，互いの考えを伝え合ったりしながら，課題を解決していく学習を行ってきた。また，第

４学年の多様な動きをつくる運動では，「やってみたい動き」に取り組むことで，結果として体力が高まる

ことを経験した。そして，第５学年の体力を高める運動では，オリエンテーションを通して「体力を高め

る必要性」「体力を高める適時性」「体力要素」「体力の高め方」を知るとともに，単元を通して自分の考え

を他者に伝えたり，仲間の取組を認めたりしながら体力を高めていく学習を展開していく。 

 



 

 

６ 単元の指導と評価の計画 

（１）第５学年指導計画及び評価計画 

時間 
Ⅰ期 

１ ２ ３ ４ 

内容 体ほぐしの運動 体力を高める運動 

指導のねらい 

体ほぐしの運動

に進んで取り組

むとともに，運動

のねらいや行い

方を知り，自己の

体の状態に応じ

て，運動の行い方

を工夫すること

ができるように

する。 

約束を守り，仲間に

励ましの声を掛け

たり，称賛の声を掛

けたりしながら助

け合って運動する

ことができるよう

にする。 

体力を高める運動の

必要性や適時性，学習

の進め方などを知り，

長なわのポイントを

見付け，ポイントを生

かして運動すること

ができるようにする。 

 

 

魔法のストレッチと

ドリブル移動のねら

いや行い方を知り，な

めらかに行うための

ポイントを見付け，ポ

イントを生かして運

動することができる

ようにする。 

学習内容・活動 

○一人でできる律動的な運動 

・いろいろウォーキング 
全体オリエンテーション 

○体の柔らかさを高

めるための運動 

○２～３人でできる手軽な運動 

運動オリエンテーション 

魔法のストレッチ 

○巧みな動きを高めるための運動 

運動オリエンテーション 運動オリエンテーション 

・新聞鬼 

・新聞キャッチ 

・新聞２人３脚 

・風船鬼 

・風船トランポリン 

・いろいろアタック 

長なわ ドリブル移動 ○グループでできる手軽な運動 

・何人乗れるかな ・風船アタック１ 

○全員でできる手軽な運動 

・新聞おくり ・風船アタック２ 

学
習
活
動
に
即
し

た
評
価 

運動への 

関心・意欲・態度 ① ② ① ④ 

運動について

の思考・判断 
①  ①  

運動の技能    ① 

具体的な 

児童の姿 

【関・意・態①】 

体ほぐしの運動

に進んで取り組

もうとしている。 

 

【思・判①】 

体ほぐしの運動

のねらいや行い

方を知り，自己の

体の状態に応じ

て，運動の行い方

を工夫している。 

 

 

【関・意・態②】 

約束を守り，仲間と

助け合って運動し

ようとしている。 

 

【関・意・態①】 

長なわに繰り返し取

り組もうとしたり，ポ

イントを見付けよう

としたりしている。 

 

【思・判①】 

体力を高める運動の

必要性や適時性，学習

の進め方を知るとと

もに，長なわのポイン

トを見付けることが

できている。 

 

【関・意・態④】 

転がっているボール

がないかを見たり，コ

ースの設定や整列場

所などに気を付けた

りするなど，周囲の安

全に気を配ろうとし

ている。 

 

【運動①】 

魔法のストレッチの

行い方を知り，息を吐

きながら体を伸ばし

たり，正しい方向に体

を向けたりしている。 

 

 

 



 

 

Ⅰ期 

５ ６ ７ ８（本時） 

体力を高める運動 

用具の準備や片付けで，

自分の役割を果たすとと

もに，長なわやドリブル

移動で，ねらいに合った

動きができるようにす

る。 

短なわのねらいや行い方

を知り，自己の課題を把

握するとともに，なめら

かに行うためのポイント

を見付け，ポイントを生

かして運動することがで

きるようにする。 

魔法のストレッチで，息

を吐きながら体を伸ば

したり，正しい方向に体

を向けたりすることが

できるようにする。 

自己の体力に応じた動き

を選んだり工夫したりす

るとともに，短なわやバン

ブーステップで，ねらいに

合った動きができるよう

にする。 

○体の柔らかさを高めるための運動 

魔法のストレッチ 

○巧みな動きを高めるた

めの運動 
○巧みな動きを高めるための運動 

長なわの動きの中から動

きを選んで取り組む。 

運動オリエンテーション 運動オリエンテーショ

ン 

短なわの動きの中から動

きを選んで取り組む。 

 

 

短なわ バンブーステップ ドリブル移動の動きの中

から動きを選んで取り組

む。 

バンブーステップの動き

の中から動きを選んで取

り組む。 

③ ①   

   ② 

②  ① ② 

【関・意・態③】 

長なわやボールの準備や

片付けなどで，分担され

た役割を果たそうとして

いる。 

 

【運動②】 

長なわでは，タイミング

よくなわに入ったり，ド

リブル移動では，力を調

整し，ボールを操作しな

がらなめらかに移動した

りしている。 

【関・意・態①】 

短なわに繰り返し取り組

もうとしたり，ポイント

を見付けようとしたりし

ている。 

 

【運動①】 

魔法のストレッチの行

い方を知り，息を吐きな

がら体を伸ばしたり，正

しい方向に体を向けた

りしている。 

 

【思・判②】 

短なわやバンブーステップ

の動きの中から，もう少し

でできそうな動きやもっと

なめらかにしたい動きを選

んだり，工夫したりしてい

る。 

 

【運動②】 

短なわでは，タイミングよ

くなわを跳んだり，バンブ

ーステップでは，リズミカ

ルに跳んだりしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

Ⅱ期 

９ １０ １１ １２ 

体力を高める運動 

往復走や固定施設を使っ

た運動，腕立て伏臥腕屈伸

に進んで取り組むととも

に，運動のねらいや行い方

を知り，力強く動くための

ポイントを見付け，ポイン

トを生かして運動するこ

とができるようにする。 

 

自己の体力に応じた動

きを選んだり，工夫した

りするとともに，固定施

設を使った運動や腕立

て伏臥腕屈伸で，ねらい

に合った動きができる

ようにする。 

約束を守り，仲間に励まし

の声や称賛の声を掛けなが

ら助け合って運動するとと

もに，長なわやドリブル移

動で，巧みな動きを高める

ための運動のねらいに合っ

た動きができるようにす

る。 

自己の体力に応じた動きを

選んだり，工夫したりする

とともに，短なわやバンブ

ーステップで，ねらいに合

った動きができるようにす

る。 

○動きを持続する能力を高めるための運動 

運動オリエンテーション 
往復走 

 

○力強い動きを高めるための運動 ○巧みな動きを高めるための運動 

運動オリエンテーション 

 

固定施設を使った運動 

長なわの動きの中から動き

を選んで取り組む。 

短なわの動きの中から動き

を選んで取り組む。 固定施設を使った運動 

腕立て伏臥腕屈伸 腕立て伏臥腕屈伸 
ドリブル移動の動きの中か

ら動きを選んで取り組む。 

バンブーテップの動きの中

から動きを選んで取り組

む。 

①  ②  

① ②  ② 

 ③ ② ④ 

【関・意・態①】 

往復走や固定施設を使っ

た運動，腕立て伏臥腕屈伸

に繰り返し取り組もうと

したり，ポイントを見付け

ようとしたりしている。 

 

【思・判①】 

動きを持続する能力を高

めるための運動や力強い

動きを高めるための運動

のねらいや行い方を知り，

動きのポイントを見付け

ている。 

【思・判②】 

固定施設を使った運動

と腕立て伏臥腕屈伸の

動きの中から，もう少し

でできそうな動きやも

っとなめらかにしたい

動きを選んだり，工夫し

たりしている。 

 

【運動③】 

固定施設を使った運

動では，体を支えて移

動したり，腕立て伏臥

腕屈伸では，負荷がか

かった状態で自分の

体を支えたりしてい

る。 

【関・意・態②】 

約束を守り，仲間に励まし

の声を掛けたり，称賛の声

を掛けたりしながら運動し

ようとしている。 

 

【運動②】 

長なわやドリブル移動で，

巧みな動きを高めるための

運動のねらいに合った動き

ができている。 

【思・判②】 

短なわやバンブーステップ

の動きの中から，もう少し

でできそうな動きやもっと

なめらかにしたい動きを選

んだり，工夫したりしてい

る。 

 

【運動④】 

往復走で，呼吸を整えなが

ら走ったり，同じペースで

走ったりしている。 

 

 

 

 



 

 

 

（２）第６学年指導計画及び評価計画 

時間 
Ⅰ期 

１ ２ ３ ４ 

内容 体ほぐしの運動 体力を高める運動 

指導のねらい 

体ほぐしの運動に

進んで取り組むと

ともに，運動のねら

いや行い方を理解

し，自己の体の状態

に応じて，運動の行

い方を工夫するこ

とができるように

する。 

約束を守り，仲間

に励ましの声を掛

けたり，称賛の声

を掛けたりしなが

ら助け合って運動

することができる

ようにする。 

体力を高める運動の

必要性や適時性，学

習の進め方などを理

解し，長なわのポイ

ントを見付け，ポイ

ントを生かして運動

することができるよ

うにする。 

ウォーキングストレ

ッチとダブルステッ

プのねらいや行い方

を知り，なめらかに

行うためのポイント

を見付け，ポイント

を生かして運動する

ことができるように

する。 

学習内容・活動 

１人でできる律動的な運動 

・いろいろウォーキング 
全体オリエンテーション 

○体の柔らかさを高

めるための運動 

○２～３人でできる手軽な運動 

運動オリエンテーション 

ウォーキングストレッチ 

○巧みな動きを高めるための運動 

運動オリエンテーション 運動オリエンテーション 

・タッチ＆エスケープ ・ペアストレッチ 

長なわ ダブルステップ 

○グループでできる手軽な運動 

・団結リレー 

・バランスウォーク 

・みんなで立ち上がれ１ 

・島渡り 

○全員でできる手軽な運動 

・みんなで立ち上がれ２ ・壁を乗り越えろ 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価 

運動への 

関心・意欲・態度 ① ② ① ④ 

運動について

の思考・判断 
①  ①  

運動の技能    ① 

具体的な 

児童の姿 

【関・意・態①】 

体ほぐしの運動に

進んで取り組もう

としている。 

 

【思・判①】 

体ほぐしの運動の

ねらいや行い方を

理解し，自己の体の

状態に応じて，運動

の行い方を工夫し

ている。 

 

 

【関・意・態②】 

約束を守り，仲間

と助け合って運動

しようとしてい

る。 

 

【関・意・態①】 

長なわに繰り返し取

り組もうとしたり，

ポイントを見付けよ

うとしたりしてい

る。 

 

【思・判①】 

体力を高める運動の

必要性や適時性，学

習の進め方を理解す

るとともに，長なわ

のポイントを見付け

ている。 

【関・意・態④】 

場の設定や整列場所

に気を付けるなど，

周囲の安全に気を配

ろうとしている。 

 

【運動①】 

ウォーキングストレ

ッチの行い方を知

り，息を吐きながら

体を伸ばしたり，正

しい方向に体を向け

たりしている。 

 

 



 

 

 

Ⅰ期 

５ ６ ７ ８ 

体力を高める運動 

用具の準備や片付けで，自分

の役割を果たすとともに，長

なわやダブルステップのね

らいに合った動きができる

ようにする。 

運動に進んで取り組むと

ともに，いろいろずもう

や腕立て伏臥腕屈伸の行

い方を知り，力強く動く

ためのポイントを見付

け，ポイントを生かして

運動することができるよ

うにする。 

 

 

自己の体力に応じた動

きを選んだり工夫した

りするとともに，ウォ

ーキングストレッチの

ねらいに合った動きが

できるようにする。 

いろいろずもうや腕立

て伏臥腕屈伸のねらい

に合った動きができる

ようにする。 

○体の柔らかさを高めるための運動 

ウォーキングストレッチ 

○巧みな動きを高めるための運動  ○力強い動きを高めるための運動 

長なわの動きの中から動き

を選んで取り組む。 

運動オリエンテーション  

  いろいろずもう 

ダブルステップの中から動

きを選んで取り組む。 

運動オリエンテーション 

腕立て伏臥腕屈伸 
 

③ ①   

 ① ② 
 

②  ① ③ 

【関・意・態③】 

長なわやケンステップの準

備や片付けなどで，分担され

た役割を果たそうとしてい

る。 

 

【運動②】 

長なわでは，タイミングよく

なわに入ったり，ダブルステ

ップでは，なめらかに体を移

動させたりしている。 

【関・意・態①】 

いろいろずもうや腕立て

伏臥腕屈伸に繰り返し取

り組もうとしたり，ポイ

ントを見付けようとした

りしている。 

 

【思・判①】 

いろいろずもうや腕立て

伏臥腕屈伸のねらいや行

い方を知り，力強く動く

ためのポイントを見付け

ている。 

【思・判②】 

いろいろずもうと腕立

て伏臥腕屈伸の動きの

中から，もう少しででき

そうな動きやもっとな

めらかにしたい動きを

選んだり，工夫したりし

ている。 

 

【運動①】 

ウォーキングストレッ

チの行い方を理解し，

息を吐きながら体を伸

ばしたり，正しい方向

に体を向けたりしてい

る。 

【運動③】 

いろいろずもうでは，腰

を落とした姿勢で押し

引きをしたり，腕立て伏

臥腕屈伸では，腕に力を

込めて体を持ち上げた

りしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

Ⅱ期 

９ １０ １１ １２ 

体力を高める運動 

運動に進んで取り組むとと

もに，エアロビクスのねらい

や行い方を知り，動きのポイ

ントを見付け，ポイントを生

かして運動することができ

るようにする。 

 

 

自己の体力に応じた動き

を選んだり，工夫したり

するとともに，力強い動

きを高めるための運動の

ねらいに合った動きがで

きるようにする。 

約束を守り，仲間に励

ましの声や称賛の声を

掛けながら助け合って

運動するとともに，巧

みな動きを高めるため

の運動のねらいに合っ

た動きができるように

する。 

自己の体力に応じた動

きを選んだり，工夫した

りするとともに，エアロ

ビクスのねらいに合っ

た動きができるように

する。 

○動きを持続する能力を高めるための運動 

運動オリエンテーション 
エアロビクス 

 

○巧みな動きを高めるための運動及び力強い動きを高めるための運動① 

第５学年及び第６学年Ⅰ期までに経験した巧みな動きを高めるための運動及び力強い動きを高めるための

運動の中から，自己の体力に応じた動きを選んだり，工夫したりして体力を高める。 

【巧みな動きを高めるための運動】 

・長なわ ・短なわ ・ドリブル移動 ・バンブーステップ ・ダブルステップ 

【力強い動きを高めるための運動】 

・腕立て伏臥腕屈伸 ・いろいろずもう ・固定施設を使った運動 

○巧みな動きを高めるための運動及び力強い動きを高めるための運動② 

第５学年及び第６学年Ⅰ期までに経験した巧みな動きを高めるための運動及び力強い動きを高めるための

運動の中から，自己の体力に応じた動きを選んだり，工夫したりして体力を高める。 

【巧みな動きを高めるための運動】 

・長なわ ・短なわ ・ドリブル移動 ・バンブーステップ ・ダブルステップ 

【力強い動きを高めるための運動】 

・腕立て伏臥腕屈伸 ・いろいろずもう ・固定施設を使った運動 

①  ②  

① ②  ② 

 ② ③ ④ 

【関・意・態①】 

エアロビクスに粘り強く取

り組もうとしたり，ポイント

を見付けようとしたりして

いる。 

 

【思・判①】 

エアロビクスの運動のねら

いや行い方を理解し，動きを

続けて行うためのポイント

を見付けている。 

 

【思・判②】 

巧みな動きを高めるため

の運動及び力強い動きを

高めるための運動の中か

ら，もう少しでできそう

な動きやもっとなめらか

にしたい動きを選んだ

り，工夫したりしている。 

 

【運動②】 

自己が選んだ巧みな動

きを高めるための運動

のねらいに合った動き

ができている。 

【関・意・態②】 

約束を守り，仲間に励ま

しの声を掛けたり，称賛

の声を掛けたりしながら

運動しようとしている。 

 

【運動③】 

自己が選んだ力強い動き

を高めるための運動のね

らいに合った動きができ

ている。 

【思・判②】 

巧みな動きを高めるた

めの運動及び力強い動

きを高めるための運動

の中から，もう少しで

できそうな動きやもっ

となめらかにしたい動

きを選んだり，工夫し

たりしている。 

【運動④】 

エアロビクスで，呼吸

を整えながら体を動

かしたり，終わりまで

体を動かし続けたり

している。 



 

 

 
５ 一単位時間の流れ 

（１）第５学年 （３／１２時間） 

①目標 

【態 度】体力を高める運動に進んで取り組むことができるようにする。 

【思考・判断】体力を高める運動のねらいや行い方を知り，動きのポイントを見付けることができるようにする。 

 ②展開 

学習活動 ○指導上の留意点  ◆評価（評価方法） 

１ オリエンテーションを行う。 

・体力を高める必要性を考える。 

・体力要素を考える。 

・体力の高め方を考える。 

 

 

２ 本時のめあてを確認する 

 

 

 

３ 準備運動を行う。 

 

４ 「もとの動き」に取り組む。 

・８の字で跳ぶ。 

・入るタイミングを考える。 

・跳ぶときの足の使い方を考える。 

 

 

 

 

 

５ 「工夫した動き」に取り組む。 

・入り方や出方を工夫する。 

【例】逆回し跳び ブーメラン跳び 

 

 

 

・人数を工夫する。 

【例】二人跳び   クロス跳び 

 

 

 

６ 整理運動を行う。 

７ 学習の振り返りを行う。 

・オリエンテーションについて振り

返り，学習カードに記入する。 

・動きのポイントを振り返り，発表 

する。 

〇学習の流れを掲示しておき，児童が

主体的に学習に取り組めるようにす

る。 

〇プレゼンテーションソフトやリーフ

レットを活用してオリエンテーショ

ンを行う。 

〇必要に応じてリーフレットを活用す

る。 

 

 

〇各部位を意識して運動するよう声を

掛ける。 

〇１グループ４人程度で編成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇動きが工夫できている児童には，「人

数」を工夫して，巧みな動きをより

高められるようにする。 

〇使った部位をほぐすよう声を掛け

る。 

 

〇学習後に同じ項目で意識調査を実施

し，変容を見取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆動きのポイントを

見付けている。 

（観察・発言） 

 

 

 

 

 

 

◆長なわに繰り返し

取り組もうとした

り，ポイントを見付

けようとしたりし

ている。 

（観察・発言） 

 

 

 

 

 

 

◆体力を高める運動

のねらいや行い方

を知っている。 

（発言・学習カード） 

 

長なわのポイントを見付けながら運動を行い，巧みな動きを高めよう。 

   



 

 

（２）第５学年（８/１２時間）〔本時〕 

①目標 

【思考・判断】自己の体力に応じた運動や動きを選んだり，工夫したりすることができるようにする。 

【運 動】巧みな動きを高めるための運動のねらいに合った動きができるようにする。 

②展開 

学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価（評価方法） 

１ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

２ 準備運動を行う。 

 

 

３ 体の柔らかさを高めるための運動 

 「魔法のストレッチ」 

・板目を基準にして体を前に倒し，

最初の体の状態を確認する。 

・「魔法のストレッチ」を行う。 

・再度板目を使い，高まりを確認す

る。 

 

４ 巧みな動きを高めるための運動 

「短なわ」 

・体力を高める運動の学び方を確認

する。 

・自己の体力に応じた動きを選び，

ポイントを生かして取り組む。 

・動きを工夫し，さらに巧みな動き

を高める。  

【例】二人跳び  【例】あや跳び 

 

 

 

５ 巧みな動きを高めるための運動 

「バンブーステップ」 

・短なわと同様の流れで取り組む。 

【例】回転    【例】シンクロ 

 

 

 

 

６ 整理運動を行う。 

 

７ 学習の振り返りを行う。 

 

 

 

○各部位を意識して運動するよう言葉

掛けをする。 

 

○ゆっくり呼吸をしながら曲げ伸ばし

を行うよう言葉掛けをする。 

○数値の高まりだけではなく，実感とし

ての高まりを振り返らせる。 

 

 

 

 

○動きを選ぶ基準（もう少しでできそう

な動き，もっとなめらかにしたい動

き）や工夫の視点を確認し，互いに見

合いながら運動に取り組ませる。 

○自己の工夫を仲間に伝えながら運動

に取り組むように働き掛けたり，工夫

したことを仲間や他のグループに伝

える場面を設定したりする。 

○仲間の考えや取組に励ましの言葉を

掛けたり，よいところを自己の動きに

取り入れたりするなど，互いのよさを

認め合っている児童を称賛する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○使った部位をほぐすよう言葉掛けを

する。 

○以下の視点で学習カードに振り返る

とともに，全体で共有し価値付ける。 

・自己の体力に応じて動きを選んだり工

夫したりすることができたか。 

・体力を高めることができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆短なわやバンブー

ステップで，自己

の体力に応じた運

動や動きを選んだ

り，工夫したりし

ている。 

（観察・発言） 

◆短なわやバンブー

ステップで，巧み

な動きを高めるた

めの運動のねらい

に合った動きがで

きている。（観察） 

 

 

 

 

◆短なわやバンブー

ステップで，自己の

体力に応じた運動

や動きを選んだり，

工夫したりしてい

る。（観察・発言・

学習カード） 

 

動きを選んだり工夫したりしながら運動し，体力を高めよう。 

巧みな動きを高めるため

に，人数を工夫しよう。 

それはよい工夫だね。 

一緒にやってみよう。 



 

 

（３）第５学年 （１１／１２時間） 

①目標 

【態 度】約束を守り，仲間と助け合って運動することができるようにする。 

【運 動】巧みな動きを高めるための運動のねらいに合った動きができるようにする。 

  ②展開 

学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 

 

 

２ 準備運動を行う。 

 

３ 動きを持続する能力を高めるため

の運動「往復走」に取り組む。 

 ・前時までに知った「往復走」のポ

イントを全体で確認する。 

 ・自分の体力に応じた場で行う。 

 

４ 巧みな動きを高めるための運動

「長なわ」に取り組む。 

 ・これまでに学習した動きのポイン

トや工夫の視点を確認する。 

・工夫した動きをグループの中で見

合ったり，動きのポイントを確認

し合ったりしながら取り組む。 

【例】短なわ  【例】クロス跳び 

  

 

 

 

５ 巧みな動きを高めるための運動

「ドリブル移動」に取り組む。 

 ・これまでに学習した動きのポイン

トや工夫の視点を確認する。 

・工夫した動きをグループの中で見

合ったり，動きのポイントを確認

し合ったりしながら取り組む。 

【例】後ろ向き  【例】ジグザグ 

 

 

 

６ 整理運動を行う。 

 

７ 学習の振り返りを行う。 

 

 

 

○各部位を意識して運動するよう言葉

掛けをする。 

○「往復走」のポイントを掲示し，全体

で確認できるようにする。 

○呼吸や姿勢に気を付けながら運動す

るように言葉掛けをする。 

○選んだ動きごとにグループを編成す

る。 

○３～５時に学習した「もとの動き」と

「工夫した動き」を掲示物で示す。 

 

○ポイントを見付けている児童には，仲間

の動きのポイントも見付けるよう助言

する。 

 

 

 

○できたり，なめらかになったりした児

童には，さらに動きの質に着目して動

きを工夫するよう言葉掛けをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○使った部位をよくほぐすよう言葉掛

けをする。 

○振り返りの観点を明確に学習カード

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆長なわやドリブ

ル移動で，巧みな

動きを高めるた

めの運動のねら

いに合った動き

ができている。 

（観察） 

 

 

 

 

◆約束を守り，仲間

に励ましの声を

掛けたり，称賛の

声を掛けたりし

ながら運動しよ

うとしている。

（観察） 

 

 

自分の体力に応じた動きを選び，工夫して高めよう。 

短なわを回すタイミング

を長なわに合わせるとう

まく跳べるよ。 

さらに巧みな動きを高め

るために，タイミングやリ

ズム，バランスや力の調整

が難しくなる工夫をして

みよう。 



 

 

 

（４）第６学年 （１１／１２時間） 

①目標 

【態 度】約束を守り，仲間と助け合って運動することができるようにする。 

【運 動】力強い動きを高めるための運動のねらいに合った動きができるようにする。 

  ②展開 

学習活動 ○指導上の留意点  ◆評価（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 

 

 

２ 準備運動を行う。 

 

 

３ 動きを持続する能力を高めるた

めの運動「エアロビクス」に取

り組む。 

 ・前時までに知った「エアロビクス」

のポイントを全体で確認する。 

 ・自分の体力に応じた動き方で行う。 

 

４ 巧みな動き及び力強い動きを高

めるための運動に取り組む。 

 ・これまでに学習した巧みな動き

及び力強い動きを高めるための

運動の工夫の視点を全体で確認

する。 

・いくつかの運動の中から自己の

体力に応じて動きを選び，グル

ープをつくる。 

・選んだ運動の中から動きを選び，

グループの中で見合ったり，ポ

イントを確認し合ったりしなが

ら取り組む。 

 

 

 

 

 

５ 整理運動を行う。 

 

６ 学習の振り返りを行う。 

 

 

 

○各部位を意識して運動するよう声を

掛ける。 

 

○呼吸に気を付けながら運動するよう

に言葉掛けをする。 

○正しい動きを持続させることが体力

の高まりにつながることを助言する。 

○６年生の前半までに学習した「もとの

動き」と「工夫した動き」を掲示物で

示す。 

○「もう少しでできそうな動き」と「も

っと高めたい動き」を選択・工夫の基

準として示す。 

○仲間に励ましの声を掛けたり，称賛の声

を掛けたりしている児童を賞賛し，全体

に価値付ける。 

 

 

 

○できたり，なめらかになったりした児

童には，さらに動きの質に着目して動

きを工夫するよう言葉掛けをする。 

 

 

 

 

 

 

○使った部位をよくほぐすよう言葉掛

けをする。 

○振り返りの観点を明確に学習カード

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自己が選んだ力

強い動きを高め

るための運動の

ねらいに合った

動きができてい

る。（観察） 

 

◆約束を守り，仲間

に励ましの声を

掛けたり，称賛の

声を掛けたりし

ながら運動しよ

うとしている。

（観察） 

  
 

自分の体力に応じた運動を選び，動きを工夫して高めよう。 

タイミングに気を付けれ

ば跳べるようになるよ。が

んばって。 

さらに巧みな動きを高め

るために，タイミングやリ

ズム，バランスや力の調整

が難しくなる工夫をして

みよう。 


